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地域資源戦略と観光交流による
都市・田舎関係の再構築

第1回 観光創造研究会

開催日時：平成25年11月23,24日 開催場所：北海道大学 遠友学舎（北18条西6丁目）

敷田麻実(北海道大学観光学高等研究センター)

発表内容

 自分の現在の研究領域やプロジェクトに関
する概略

 観光創造学に対する考え、あるいは自らの
貢献の可能性、スタンスなど

 現在、取り組んでいる研究トピックで、特に
議論したい内容
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敷田麻実の研究ドメイン

参加しているプロジェクトなど

 「都市と生物多様性プロジェクト」

国連大学高等研究所主催 （2012-2014）

 「観光の効果を地域社会へ還元する中間システムの研究」

科研費プロジェクト （2011-2013）

 グローバル人材育成の教育システム構築プロジェクト

学内 （2013-）

 知床世界遺産自然科学委員会（エコツーリズム検討会議）

環境省・林野庁・北海道庁 （2010-）
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創造とは何か

日本創造学会の創造の定義 （日本創造学会HPから転載）
「創造とは、人が異質な情報群を組み合わせ統合して問題を解決し、

社会あるいは個人レベルで、新しい価値を生むこと」
【出典】高橋 誠（2002）新編創造力事典―日本人の創造力を開発する 創造技法 主要88技法を全網羅! 、日科技連出版社、482p.

●伊東俊太郎（麗澤大学）
「創造とは、問題を解決する、素材の新しい組み合わせ、新しい理論への変換を可能にする新たな視点の発見である」

●恩田 彰（東洋大学）
「異質の情報や物を今までにはない仕方で結合することにより、新しい価値あるものをつくりだす過程である」

●江川 朗（総合経営研究所）
「創造とは、きわめて異質の発想を実現した社会的成果。発想とは諸情報の変形、加工、組合わせによる異質の意味化」

●川喜田二郎（㈱川喜田研究所）
「なすに値する切実なものごとを、おのれの主体性と責任において、創意工夫を凝らして達成すること」

●國藤 進（北陸先端科学技術大学院大学）
「ある主体にとって既知のことがらを組合わせ、その主体にとって、ある観点からみて有用な未知のことがらを構築すること」

●西 勝（明治学院大学）
「平凡に新しいことがら、ものが生まれること。消滅をも含め、全生物に喜ばれ、できれば定義不要にまで自然と」

●比嘉佑典（東洋大学）
「創造とは、個人の中に、事物の中にある古い結びつきを解体し、新しい結びつきにつくりかえることである」

●星野 匡（㈱プランネット）
「何らかの価値を有する、新しいアイデア・思想、その表現、あるいは表現としての事物を、意図的に生み出すこと」

●師岡孝次（東海大学）
「現実を理想に近づける活動をいう。対象は"もの"でもシステムでもよい」

観光創造について

 創造とつく単語の比較

 環境創造？

 知識創造？

 価値創造？

 不定型なものを実体化するためのシステム
の存在

 他者との相互作用による創発の存在

 プロセスの存在
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Creative destructionという創造

 観光創造とは、

「観光（または地域）資源
をめぐる地域内外の組
織とコミュニケーションの
再編プロセス」

（生態系ではエネルギー資源を
めぐる構造化と破壊プロセス）

 プロセスの繰り返しが前提

Holling,C.S.（1987）「Simplifying the complex: The paradigms of ecological function and structure」,『European Journal of Operational Research
』, 30, pp.139-146.

日常化するエコツーリズム
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出典：日経テレコン21 より作成
※「エコツーリズム」「エコツアー」のいずれかの語を含む記事を抽出

2008年エコ

ツーリズム推進
法施行
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私たちは激しく移動する

出典：新田保次（2008）「地域交通について考える～新たな交通価値と低速交
通システム～」,『マッセOSAKA研究紀要』,11, pp.7-18.

地域づくりも変わった

区分 地域づくりの目的 地域づくりの主体

地域振興型
(1980年代まで)

地域経済の活性化や地域
内のインフラの整備、生
活空間の利便性の向上

国と地方自治体などの行
政組織、およびそれを実
務面で実行するコンサル
タント

テーマ型
(1980年代以降)

地域資源活用し、住みや
すい地域を実現するため
の特定のテーマを掲げた、
地域外との差別化

主に地方自治体と地縁組
織、NPO活動やボラン
ティア団体

統合デザイン型
(2000年代以降)

地域環境やアメニティも
含む地域社会の充実と個
人の生活の質向上を統合
的にデザインする

地方自治体とNPO、企業

(社会的企業なども含む)
など、多様なアクターや
組織の対等な参加による
協働、ガバナンス

敷田麻実・森重昌之・中村壯一郎(2012)「中間システムの役割を持つ地域プラットフォームの必要性とその構造分析」, 『国際広報メディア・観光ジャーナル』,14, pp. 23-42pから転載. ｜33



地域の構造が変わってきている

維持不可能

地縁・血縁社会

男性や有力者中心
規律・統制型

自発的参加による

新たな社会変革

(地域づくり)

地域や地域資源に
対する関心が失わ
れ停滞した地域

閉塞型

個人化が進んだ

都市と郊外

拡散型

アクター(住民・関係者)間の関係が強い

アクター(住民・関係者)間の関係が弱い

閉鎖性が
強い

開放性が
強い

②

① ④

③

敷田麻実・森重昌之・中村壯一郎(2012)「中間システムの役割を持つ地域プラットフォームの必要性とその構造分析」, 『国際広報メディア・観光ジャーナル』,14, pp. 23-42pから転載.

観光地域（まち）づくりの拡大
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出典：日経テレコン21 より作成
※「観光まちづくり」「観光地域づくり」のいずれかの語を含む記事を抽出
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観光地域づくりとは？

 「観光を地域課題の解決手段として用いる
地域づくり」

◦ 望ましい地域を維持してゆくための活動

◦ 観光という手段を用いて行う活動

◦ 行政だけでなく、地域住民やNPO・企業など多様な地域
内外の関係者が主体的に参加する活動

◦ 活動やサービスの効果を考え、地域課題解決を実践して
ゆくプロセス

◦ ＝「地域活性化」「地域（まち）おこし」「地域再生」

持続可能性を考えてはいるが

世界の3.7万人の著者の2万本の論文の分析
持続可能性に関する論文数は8.3年で倍になっている
1980年代後半から発表数が伸びた

Bettencourt, L. M, and Kaur J.(2011)「Evolution and structure of sustainability science」, 『PNAS』, 108(49), pp. 19540-19545.
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都市の人口増加と機能拡大

 世界の都市人口は50％を超えた

◦ 1950年には30％だった

◦ 日本を含む先進各国では80％近い

 毎日17万人が都市に流入する

 都市人口が2倍になると、都市機能は15％増
加する

◦ 平均給与、地域GDP、レストラン数など都市機能
は15％増加する

◦ 一方、犯罪も15％増加する

Bettencourt, L. and West, G.(2010)「A unified theory of urban living Nature」, 『Nature』, 467 (7318), pp. 912-913.
グラットン＝リンダ(2012)『ワーク・シフト―孤独と貧困から自由になる働き方の未来図〈2025〉』, プレジデント社,  386p.

新たな田舎： New Rural Paradigm

OECD(2006)『The New Rural Paradigm: Policies and Governance』,164p.

• OECDカ国の土地の75％が田舎
• そのうちの96％が農地
• しかし、農業就業者は全体の13％
• そして、田舎の総生産の6％しか担っ

ていない
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作り手と消費の分離（disconnectedness)

作り手たち

つくるよろこび

働きがい

地域にいる実感

食べる人たち

食べる よろこび

生きる実感

つながる実感

田舎

生産地

主に都市部

消費地

Horlings,L.G.(2012)「Place branding by building coalitions; lessons from rural-urban regions in the Netherlands」, 『Place Branding and 
Public Diplomacy』, pp.295-309.

伝統文化

（TCK)

現代文化と
創造性

（KC）

生物多様性

（SEK+TEK)

都市内自然

（EC)

文化

生態系

田
舎
（
農
村
）

都
市

SEK=Scientific ecological knowledge  TCK=traditional cultural knowledge 
TEK=traditional ecological knowledge  KC=knowledge creation  EC=ecosystem creation  
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用語の定義

 生態系とは

◦ 無機的環境と生物群集の総体で、エネルギー流
によって特徴付けられる栄養段階や物質循環が
つくりだす自然系
『生態学事典』,巌佐庸･菊沢喜八郎･松本忠夫･日本生態学会編,共立
出版,東京都, 682p.

 文化とは

◦ 文化とは社会或いは社会集団の精神的・物質的・
知的・感情的特性の組み合わせであり、芸術・文
学に加えて生活様式・共生の仕方・価値体系・伝
統・信念が含まれる
(「文化の多様性に関するユネスコ世界宣言」第３１回ユネスコ総会採
択 ２００１年１１月２日、於パリ)

用語の定義

 生物多様性

◦すべての生物の間の変異性をいうものとし、種内
の多様性、種間の多様性及び生態系の多様性を
含む

(生物多様性条約 第2条)

 文化多様性

◦ 集団及び社会の文化が表現を見い出す多様な方
法をいう

(文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約、第４
条第１項 2005年採択）

｜38



田舎が担う生態系サービス

基盤サービス
栄養塩の循環・一次生産・土壌形成など

供給サービス

食糧

水

木材

燃料

調整サービス

気候調節

洪水制御

疾病制御

水質浄化

文化的サービス

教育面

精神面

知識面

レクリエーション

Millennium Ecosystem Assessment(2007)『国連ミレニアム エコシステム評価 生態系サービスと人類の将来』, Millennium 
Ecosystem Assessment編, 241p.

生態系サービスの提供と消費

生態系とのかかわりが文化を生む

生態系 人かかわり

働きかけと維持

文化

｜39



農山村 都 市

文化の相互交流から新たな文化が生成

人

都市では、文化交流から新たな文化が生成し、自然環境がなくても文化が効率的
に生み出されていく

生態系

文 化
＝風土文 化
＝風土文 化
＝風土文 化

文 化

文 化

文 化

文 化

文 化

文化も自然環境と同じく対象化される

生態系

人

文化

文化サービスの
提供と消費

生態系サービス

の提供と消費

相互作用

働きかけと維持

｜40



生物文化多様性への言及

 1988年にブラジルのベレンで行われたInternational 
Congress of Ethno biology における宣言文

◦ 宣言では「biological and cultural diversity」として表現された

 2010年6月 International Conference on Biological and 
Cultural DiversityのWorking Document（モントリオール）

 「Biocultural diversity as the total sum of the world’s 
differences, no matter what their origin」

Loh and Harmon (2005)

 Biocultural diversity (BCD) is the total variety exhibited by 
the world’s natural and cultural systems                           

Harmon and Loh (2004) 

Harmon, D. and Loh, J.(2004) 『A golbal index of biocultural diversity』, 80p.
Loh, J. and Harmon, D.(2005)「A global index of biocultural diversity」, 『Ecological Indicators』, 5, pp. 231-241.

生物多様性
が高い

伝統文化
豊富で

自然環境
豊かな

農山村

文化多様性
が高い

現代文化
創造性

自然は不足
インフラ
豊かな
都市

生態系サービス提供

参加と支払い

提供者と消費者の関係で満足か

自然環境が豊富で伝統文化がある農山村
×

創造性に富み現代文化がある都市

｜41



観光でなぜ生物文化多様性？

 生態系と文化を橋渡しする交流

 都市と田舎に分離したものを再結合

 伝統文化だけではなく現代文化に注目

【課題】

地域資源管理をどのように進めるか

社会（地域）と個人（都市）のニーズの調整

自然か開発かという難問

地域資源の高度利用と観光

直接利用

• 地域にある資源
をそのまま利用
(消費)する。

• 【例】コーヒー
を買って飲むた
めにスタバに入
る

イメージ利用

• 地域にある資源
のイメージだけ
を利用する。

• 資源は直接消費
せずに、その意
味だけをイメー
ジに変換して利
用する。

• 【例】コーヒー
の味より、スタ
バの雰囲気を楽
しむ

背景的利用

• イメージを別の
目的のための背
景として利用す
る。

• 目的がないと利
用しない。目的
が変わると入れ
替え可能であ
る。

• 【例】スタバが
登場する恋愛小
説

｜42



伝統料理も

生々しい調理プロセスがあるはず

｜43



避けられない「切り身化」と対応戦略

 【生身】

生態系や文化は生身として地域に存在

 【切り身】

その部分だけを取り出して観光対象にする
鬼頭秀一(1996)『自然保護を問い直す：環境倫理とネットワーク』,筑摩書房, 254p.

 地域資源の複雑化

◦ 複雑な承認が必要(例：地域「官僚」主義の再導入)

 地域資源のネットワーク化

◦ 土地と切り離せなくする(例：食文化、ワインツーリズム)

 地域資源を不定形化する

◦ わかりにくい設定にする(例：慰霊祭など祭事の設定)

慰霊祭で資源を不定形化

｜44



上記の「中間システム」を含むモデルは、敷田 麻実・木野 聡子・森重 昌之（2009）「観光地域ガバナンスにおける関係性モデルと中間シス
テムの分析－北海道浜中町・霧多布湿原トラストの事例から－」,『地域政策研究』,（7）,pp. 65-72pから転載し一部改変し作成した.

地域資源
都市住民

②地域イメージ

③自己のための投資
（観光行動）

①資源価値の共有

④社会的投

資

ツーリズム

交流と交換の場

変換

変換

農 村 都 市

観光による
自己実現と地域社会のニーズの調整

橋本努(2007)『自由に生きるとはどういうことか―戦後日本社会論』, 筑摩書房, 東京都, 269p.

中間システム

来訪者（観光客・外部者）

地域資源地域関係者

受け入れ働きかけ

提供

還元・再投資人材育成投資

参加

地域資源戦略と人材育成の関係
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北海道大学観光学高等研究センター 敷田麻実
ホームページのご案内

http://www.cats.hokudai.ac.jp/~shikida/

｢敷田｣で検索すると見つけられます
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